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１．計画の基本的な考え方

 本県における視覚障害者等の読書環境の整備を推進しようとするもの

計画策定の趣旨

計画の性格

計画の期間

 視覚障害者等の読書環境の整備の推進に関する法律（いわゆる「読書バリアフリー法」）第８条
に基づく、地方公共団体の計画

 第3期滋賀県教育振興基本計画（滋賀の教育大綱）、これからの滋賀県立図書館のあり方、滋
賀県障害者プラン2021等、県の他の関連計画等の方向性との整合性を図る

 令和４年度（２０22年度）から令和８年度（２０２６年度）の５年間

計画の対象等

 本計画において「視覚障害者等」は、視覚障害、盲ろう障害、発達障害、肢体不自由、知的障害
などの障害により、活字によって表現された書籍（雑誌、新聞その他の刊行物を含む。）を読む
ことに困難がある者、寝たきりや上肢に障害がある等の理由により書籍を持つことやページ
をめくることが難しい者とする。
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＜参考＞ 他の計画等との関連性

＜国の関連計画等＞ ＜県の関連計画等＞

第8条に
基づき策定

第７条に
基づき策定

第４次滋賀県子ども
読書活動推進計画

平成31年3月

整合

整合

11条に基づき策定
（障害者計画）

整合

上位計画
（整合）

＜国連・国際条約等＞

マラケシュ
条約

（平成３０年
締結承認）

批准

整合

整合

著作権法
（平成３０年改正）

文字・活字文化
振興法
平成17年

整合

整合

整合

障害者の権利に
関する条約

（平成２６年批准）

整合

障害者基本法
（平成２３年改正）

読書バリアフリー法
令和元年６月

バリアフリー法
（令和3年改正）

これからの滋賀県立
図書館のあり方
平成30年３月

第３期滋賀県教育
振興基本計画

（滋賀の教育大綱）
平成31年3月

滋賀県障害者プラン2021
（障害者計画・障害福祉計画・障害児福祉計画）

令和３年３月

勘案

読書バリアフリー
基本計画
令和２年7月

障害者差別解消法
平成２５年

（仮）滋賀県読書
バリアフリー計画

滋賀県障害者差別のない
共生社会づくり条例

平成31年4月
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２．視覚障害者等の読書環境をめぐる現状と課題

県内の各障害者手帳の交付者数・特別支援学校、公立小・中学校の通級による指導を受けている児童数

４

障害種別等

身体障害者手帳所持者
視覚
肢体不自由

3,208人
28,817人

療育手帳所持者 15,317人

精神障害者保健福祉手帳所持者 11,710人

小学部 中学部 高等部

特別支援学校
視覚障害
肢体不自由
知的障害

3人
162人
570人

4人
84人

400人

13人
104人
800人

弱 視 肢体不自由 知的障害

市町立小・中学校の特別支援学級 19人 104人 2,487人

通級による指導を受けている児童
小学校
中学校

1,465人
277人

障害関係手帳所持者（令和2年度末）

特別支援学校や特別支援学級等の在籍児童生徒数（令和2年５月１日現在）



視覚障害者等の読書の手段の例

 アクセシブルな書籍（視覚障害者等が利用しやすい書籍）の利用

[例] 点字図書、拡大図書、音訳図書、触る絵本、LLブックなど

 アクセシブルな電子書籍等の利用

[例] 音声読み上げ対応の電子書籍、デイジー図書、オーディオブック、テキストデータなど

 インターネットを利用したサービスの利用

インターネット上の電子図書館であるサピエ図書館や、国立国会図書館の視覚障害者等用データ

送信サービスを利用し、 録音、点字、デイジーなどを利用することが可能。

 代読、対面朗読

家族や支援者などによる代読や、公立図書館や点字図書館で実施されている対面朗読がある。
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滋賀県立視覚障害者センターの取組

県立視覚障害者センターでは、県内の視覚に障害がある人に対し、各種情報提供、
視覚障害者の自立および社会参加を促進する事業、点字図書や録音図書の貸出しと
製作、サピエ図書館へのデータの提供、IT機器の利用支援等を実施

県立視覚障害者センターにおける所蔵状況等について

１．所蔵数（令和３年３月31日現在）

所蔵数等

録音図書（テープ） 4,541タイトル

録音図書（CD） 5,845タイトル（主にデイジー図書）

点字図書 8,644タイトル

２．その他（令和３年６月30日現在）

人数

サピエ登録者数 195人

６



滋賀県立図書館の取組

県立図書館では、障害者や高齢者など、活字を読むことが困難な方や図書館利用
に障害のある方の読書を支援するために、アクセシブルな書籍等のほか、拡大読書
器や再生機器などの機器類を整備するとともに、郵送サービスや対面朗読等を実施

県立図書館における所蔵状況等について

１．所蔵数（令和３年３月31日現在）

所蔵数等

大活字本 3,382冊

録音図書（CD） 945タイトル

DAISY図書 462タイトル

マルチメディアDAISY 170タイトル

点字資料 173点

点字つき絵本 171点

LLブック 22冊

７

※LLブックについては参考数値



2．資料貸出し等実績（令和３年３月31日現在）

平成30年度 令和元年度 令和2年度

大活字本 ４，６９１冊 ４，１６３冊 ３，０１５冊

録音図書（CD） ２，２４２点 ２，５０６点 １，８５１点

音声DAISY図書 92点 24点 18点

マルチメディアDAISY 10点 27点 25点

点字資料 28冊 30冊 13冊

点字つき絵本 24冊 23冊 9冊

郵送貸出 １，３５４冊（555件） １，２１６冊（368件） １，４２０冊（418件）

対面朗読 12件 12件 11件

３．その他（令和３年３月31日現在）

人数

郵送貸出登録者数 140人

サピエ図書館利用者（登録者数） 7人

８

※貸出実績については参考数値



視覚障害者等の読書環境についての課題

 アクセシブルな書籍等の出版点数が少ない。小説や文芸作品が多く、専門書や実用書は少な
い。マルチメディアデイジーやLLブックなど、製作点数や出版点数が非常に限られているもの
もある。

 障害の種別や程度によって、アクセシブルな書籍や読書の形態は異なるが、個々の障害に対
応したニーズの的確な把握や障害の特性への理解が十分ではない。

 特別支援学校では児童生徒の実態に応じてアクセシブルな書籍等を整備しているが十分では
ない。また、障害のある児童・生徒が利用する他の学校図書館においても、読書環境が十分に
整備されているとは言えない。

 アクセシブルな書籍等について、また、公立図書館の障害者サービス、視覚障害者センター、サ
ピエ図書館のサービスが、当事者・支援者にも十分知られていない。

 読書支援機器は高額な製品も多く、助成がない場合の個人での購入は負担が大きい。

 アクセシブルな電子書籍等やサピエ図書館を利用するためのICT機器を使いこなせない人も
いる。

 高齢化や社会環境の変化により点訳・音訳などのボランティア人材が不足している。

「視覚障害者等の読書における技術的な課題等に関する調査研究」（一般社団法人電子出版制作・流通協議会）ほか、
「（仮）滋賀県読書バリアフリー計画」検討懇話会委員からの聴き取りによる。
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３．目指す姿と基本方針

目指す姿

(仮)視覚障害者等が、読書の喜びを享受できる滋賀

基本方針

Ⅰ 書籍等の充実 [そろえる]

Ⅱ 書籍等の提供 [つなげる]

Ⅲ 書籍等の活用支援 [サポートする]
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４．施策の展開

重点施策1 アクセシブルな書籍等の充実
【取組例】

公立図書館や点字図書館におけるアクセシブルな書籍の充実
視覚障害等のある児童生徒・学生が在籍する学校の読書環境の整備

重点施策2 アクセシブルな書籍等の製作環境の整備
【取組例】

特定書籍・特定電子書籍等※の製作ノウハウの共有等による製作の効率化

※ （著作権法第37条により製作されるアクセシブルな書籍・電子書籍等）
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基本方針Ⅰ 書籍等の充実 [そろえる]（読書バリアフリー法 第９、１１条）



重点施策3 アクセシブルな書籍等を提供するためのネットワーク強化
【取組例】

サピエ図書館のサービスの周知

重点施策4 図書館等の円滑な利用のための支援の充実
【取組例】

各図書館の特性や利用者のニーズ等に応じた円滑な利用のための
支援の充実

重点施策5 アクセシブルな電子書籍等の利用支援
【取組例】

点字図書館等と公立図書館の連携による、サピエ図書館等の
ICTを用いた利用方法に関する相談・習得支援
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基本方針Ⅱ 書籍等の提供 [つなげる] （読書バリアフリー法 第９、10、１4、15条）



重点施策6 アクセシブルな書籍等の製作人材育成
【取組例】

点訳者・音訳者、アクセシブルな電子データ製作者等の計画的な人材の養成

重点施策7 視覚障害者等の読書環境の整備に関わる人材の育成
【取組例】

司書、司書教諭・学校司書等の資質向上に資する研修等の実施

重点施策8 県民への周知
【取組例】

ICTも活用した啓発

13

基本方針Ⅲ 書籍等の活用支援 [サポートする] （読書バリアフリー法 第9、17条）



「（仮）滋賀県読書バリアフリー計画」策定スケジュール
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令和３年 ５月１４日 教育委員会（策定概要説明）

5月20日 常任委員会（策定概要説明）

６月22日 第１回検討懇話会（現状と課題について（書面開催））

8月１１日 第２回検討懇話会（骨子案）

８月20日 県政経営幹事会議（骨子案）

8月23日 県政経営会議（骨子案）

９月 3日 教育委員会（骨子案）

9月 8日 常任委員会（骨子案）

９月 庁内照会（素案）

１０月 県政経営幹事会議、県政経営会議（素案）

10月15日 第３回検討懇話会（素案）

11月 各市町への意見照会

県政経営幹事会議、県政経営会議（原案）

12月 常任委員会（原案）

１２月下旬～１月 県民政策コメント

令和４年 2月～３月 県政経営幹事会議、県政経営会議（県民政策コメントおよび最終案報告）

３月 常任委員会（県民政策コメントおよび最終案報告）

教育委員会（計画付議）

計画策定・公表



＜参考＞ 読書バリアフリー法（概要より抜粋）

１

参考資料



＜参考＞ 読書バリアフリー基本計画

２



＜参考＞用語集

語句 説明

アクセシブルな書籍
読書バリアフリー法第２条第２項にある「視覚障害者等が利用しやすい書籍」。点字図書、拡大図書、音訳図
書、触る絵本、ＬＬブック、布絵本などがある。

アクセシブルな電子書籍等
読書バリアフリー法第２条第３項にある「視覚障害者等が利用しやすい電子書籍」。音声読み上げ対応の電
子書籍、デイジー図書、オーディオブック、テキストデータなどがある。

アクセシブルな書籍等 アクセシブルな書籍及びアクセシブルな電子書籍等を指す。

デイジー図書（音声デイジー、
テキストデイジー、マルチメ
ディアデイジー）

Digital Accessible Information System（アクセシブルな情報システム）の略称。デジタル録音図書
の国際標準規格。目次から、読みたい見出しやページに移動できる。内容を録音し音声にした「音声デイ
ジー」、内容をテキストにした「テキストデイジー」、文字や画像をハイライトしながら音声と一緒に読める「マ
ルチメディアデイジー」がある。再生するには専用の再生機器を使うか、再生用ソフトをインストールしたパ
ソコンや、スマートフォンやタブレットの再生用アプリを使う。

点字図書
点字に翻訳された本。点を使って図や絵を表した「点図」といい、点字と点図を透明なシートに打って、絵本
に貼った「点訳絵本」もある。

大活字本 通常の本の文字を判読しやすく拡大して印刷された本。

拡大読書機 文字などを拡大してモニター映し出す機器。白黒反転させたり、コントラストを強調させられるものもある。

音声読書機 印刷された文字を読み上げる機器。

対面朗読 視覚による読書に困難を感じている人を対象とした、本や雑誌の代読。

サピエ図書館
視覚障害者及び視覚による表現の認識に障害のある方々に対して点字データ、デイジーデータ等を提供す
るネットワーク。正式名称は「視覚障害者情報総合ネットワーク」。

特定書籍・特定電子書籍等
著作権法第37条により製作される視覚障害者等が利用しやすいアクセシブルな書籍及びアクセシブルな
電子書籍等。

ＬＬブック やさしい言葉でわかりやすく書かれた本。絵文字や写真・図を使って理解を助けている。

【参考文献】 日本図書館協会障害者サービス委員会『図書館利用に障害のある人々へのサービス 上巻』日本図書館協会 2018
日本図書館協会障害者サービス委員会『図書館利用に障害のある人々へのサービス下巻』日本図書館協会 2018
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